
ら
大
幅
に
高
め
た
。
冷
房
負

一
上
に
厚
さ
印
ナ
ノ
好

(ナ
ノ
は

一
耐
に
性
な
出
制
駅
佐
川
ふ
り

U

1mノJ サ0!孟ム lたで l状究ル
面 MIι を・のときで態員 l
積のと 用 イ薄発る 1をらプ

「
言
葉
」
思
考
時
の
脳
観
測

東
工
大
言
語
予
測
モ
デ
ル
開
発

東
京
工
業
大
学
大
学
院
社

会
理
工
学
研
究
科
の
赤
間
啓

之
准
教
授
ら
は
、
人
が
頭
の

中
で
言
葉
や
そ
の
意
味
に
つ

い
て
考
え
る
と
、
脳
の
観
測

デ
l
タ
に
ど
う
反
映
さ
れ
る

か
を
表
す
「
言
語
予
測
モ
デ

ル
」
を
開
発
し
た
。
心
と
体

が
シ
ン
ク
ロ

(同
調
〉
す
る

こ
と
を
実
証
し
た
上
で
の
成

果
。
こ
れ
に
よ
り
、
人
が
考

え
て
い
る
言
葉
な
ど
が
脳
の

観
察
で
分
か
る
よ
う
に
な

り
、
意
思
の
伝
達
手
段
を
身

体
的
に
奪
わ
れ
た
人
た
ち
の

支
援
デ
バ
イ
ス
の
開
発
な
ど

け
在
す

り
、
金

柑
錬
す

吋
能
性

ノ
ネ
シ

L

蓄
え

て

新
』
注
目

に
つ
な
が
る
と
い
う
。

今
回
、
人
が
考
え
る
言
葉

や
意
味
な
ど
の
思
考
に
関
し

て
、
脳
血
流
動
態
の
生
理
的

な
関
数

(脳
血
流
申
の
酸
化

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
濃
度
変
化

を
表
す
ガ
ン
マ
関
数
〉
と
相

似
す
る
パ
タ
ー
ン
を
見
い
だ

し
た
。被

験
者
に
対
し
、
思
考
を

促
す
あ
る
指
示
を
与
え
る
と

ど
う
反
応
す
る
か
を
機
能
磁

気
共
鳴
画
像
法

(
f
M
R

I
)
に
よ
る
3
次
元
画
像
を

用
い
て
調
べ
た
。
そ
の
結

果
、
思
考
推
定
モ
デ
ル
の
予

測
精
度
は
、
指
示
か
ら
5
秒

ほ
ど
遅
れ
て
ピ
l
ク
に
達

し
、
加
秒
で
下
が
る
な
ど
、

脳
血
流
動
態
の
関
数
と
極
め

て
よ
く
似
た
推
移
を
た
ど
る

こ
と
が
実
証
さ
れ
た
。
個
々

人
に
よ
る
思
考
パ
タ
ー
ン
の

違
い
な
ど
の
個
入
差
は
平
均

化
す
る
と
吸
収
さ
れ
る
。

赤
間
准
教
授
ら
は
、
一
連

の
成
果
に
つ
い
て
「
心
と
体

の
変
化
の
シ
ン
ク
ロ
を
極
め

て
明
確
に
表
し
、
文
理
融
合

の
要
で
あ
る
心
身
相
関
の
科

学
に
お
け
る
重
要
な
発
見
」

と
し
て
い
る
。

銃
器など3施設

M

製
造
〆¥

一製
造
技
術
を
開
発
し
た
。
こ

一
指
す
。

一れ
に
よ
り
、
高
い
焼
結
密
度

一

開
発
し
た
の
は
、
大
電
流

Administrator
長方形


